
第49号
平成31年1月20日発行

光：生きがい、歓喜　　風：力　　輪：仲間、連帯

も　　く　　じ
◆ 会長新年あいさつ  ������������ 1
◆ 平成31年度の主な行事予定  �������� 1
◆ 知事新年あいさつ  ������������ 2
◆ 第53回長崎県老人クラブ大会報告  ����� 3
◆ 平成30年度各種表彰  ����������� 4
◆ 市町老連女性リーダー研修会開催報告  ��� 5
◆ 市町老連若手リーダー研修会開催報告  ��� 5
◆ 第31回全国健康福祉祭とやま大会報告  ��� 6

◆ 第47回全国老人クラブ大会報告  ������ 6
◆ 「クラブリーダー中央セミナー」に参加して � 7
◆ 「女性リーダーセミナー」に参加して ���� 8
◆ 第16回長崎県ねんりんピック案内広告  ��� 9
◆ 老人クラブ傷害・賠償保険  �������� 10
◆ 「社会奉仕の日」活動報告 ��������� 11
◆ 編集雑感  ���������������� 11



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
元
号
変
更
の
年
で
も
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
に
と
り
ま
し
て

も
、
素
晴
ら
し
い
節
目
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
今
日
、

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
生
き
が
い

の
あ
る
自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
限
り
長

く
続
け
て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
そ
の
仕
組
み

の
中
で
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う

新
地
域
支
援
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
私

た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
が
従
来
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
「
友
愛
訪
問
活
動
」や
「
健
康
づ

く
り
活
動
」を
活
か
し
、
地
域
で
進
め
ら

れ
て
い
る
日
常
生
活
支
援
活
動
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
健
康

で
、
明
る
く
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

実
践
し
て
、
そ
の
活
動
を
地
域
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、
地
域
で

頼
り
に
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
と
な
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
活
動
の
基
盤
と
な
る

会
員
数
が
減
少
を
続
け
、
平
成
二
十
六
年

度
か
ら
五
か
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
会
員
増
強
運
動
も
締
め
の
年
度

末
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
五
か
年
計
画
と
し
て

の
会
員
増
強
運
動
は
一
応
の
区
切
り
を
迎

え
ま
す
が
、
活
動
の
基
盤
で
あ
る
会
員
数

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
増
強
を
図
っ

て
い
く
取
組
み
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
会
員
増
強
の
取
り
組
み

に
、
引
き
続
き
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
老
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
員
増

強
運
動
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
支
援
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
行
政
当
局
並
び
に
関
係
団
体

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

●
第
16
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

�

5
月
11
日（
土
）

　

�

シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら（
大
村
市
）で
開

会
式

●
県
老
連
理
事
会

　

�

6
月
4
日（
火
）

●
県
老
連
評
議
員
会

　

�

6
月
20
日（
木
）

●
市
町
老
連
会
長
研
修
会

　

�

6
月
20
日（
木
）
～
21
日（
金
）

　

長
崎
市

●
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
研
修
会

　

�

6
月
・
7
月

　

�

大
村
市
・
西
海
市
・
東
彼
杵
町
・

　

�

佐
々
町

●
市
町
老
連
事
務
局
長
等
会
議

　

�

7
月
9
日（
火
）

　

�

長
崎
市

●�

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

　
�

7
月
4
日（
木
）
～
5
日（
金
）

　

�
北
九
州
市

●
市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

�

8
月
29
日（
木
）
～
30
日（
金
）

　

長
崎
市

●
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

�

9
月
5
日（
木
）
～
6
日（
金
）

　

�

島
原
市

●
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

　

�

9
月
・
10
月

　

�

佐
世
保
市
・
壱
岐
市
・
南
島
原
市
・	

時
津
町

●�

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
わ
か
や
ま	

大
会　

地
域
文
化
伝
承
館

　

�

11
月
9
日（
土
）
～
12
日（
火
）

　

�

和
歌
山
県

●
第
54
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

�

11
月
19
日（
火
）

　

�

諫
早
市

●
第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

�

11
月
26
日（
火
）
～
27
日（
水
）

　

�

埼
玉
県

●
県
老
連
理
事
会

　

�

3
月
6
日（
金
）

●
県
老
連
評
議
員
会

　

�

3
月
17
日（
火
）

長
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長	

島
中
　
英
安

会
長
新
年
あ
い
さ
つ

平
成
31
年
度
主
な
行
事
予
定
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
防
災
拠
点
及
び
協
働
の
拠
点
と

し
て
新
し
い
県
庁
舎
が
始
動
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
「
長
崎

と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
や
、ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
本
県
出
身
の

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
様
の
名
誉
県
民
顕
彰

な
ど
、
本
県
に
と
っ
て
多
く
の
喜
ば
し
い

出
来
事
が
あ
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
ご

尽
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

の
皆
様
方
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
長
崎
県
総
合
計
画
も

4
年
目
を
迎
え
、
今
後
一
層
の
選
択
と
集

中
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
視
点
や
発
想
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、「
人
に
生
き
が
い
を
」、

「
産
業
に
活
力
を
」、「
暮
ら
し
に
潤
い
を
」

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
を
戦
略
的
か
つ

分
野
横
断
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
と
り
わ
け
、
本
県
の
最
大
の
課

題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
町
や
関
係
団
体
の
皆
様
と
一
体
と

な
っ
て
、
U
I
タ
ー
ン
者
の
創
業
・
事
業

承
継
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
雇
用
拡
大

へ
の
支
援
や
、
県
外
に
進
学
し
た
学
生
に

対
す
る
県
内
企
業
の
認
知
度
向
上
な
ど
に

総
力
を
結
集
し
て
取
り
組
み
、
県
民
の
皆

様
に
具
体
的
な
成
果
と
し
て
お
示
し
で
き

る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
若
者
の
県
内
定
着
促
進
に
つ
い

て
は
、
県
内
企
業
の
採
用
情
報
の
提
供
、

合
同
企
業
面
談
会
等
の
開
催
な
ど
様
々
な

施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県

内
企
業
の
魅
力
向
上
、
学
生
と
企
業
の
交

流
機
会
の
拡
大
、
県
外
進
学
者
等
の
U

タ
ー
ン
就
職
促
進
等
の
取
組
の
強
化
な

ど
、
県
内
就
職
率
の
向
上
に
全
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
相
談
窓
口
を
介
し
た

U
I
タ
ー
ン
者
数
が
過
去
最
多
と
な
っ
た

と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
県
と
県
内
全
市
町
が
共
同
で

運
営
す
る
「
な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」を
核
と
し
て
、
移
住
希
望
者
の

視
点
に
立
っ
た
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
こ
と
や
、
有
人
国
境
離
島
法
の
施

行
に
よ
る
新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
た
こ

と
が
成
果
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
お

り
、
今
後
と
も
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
に
長
崎
に
移

住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
県
で
は
、
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
お
見
合
い
シ
ス
テ
ム
で
の
結

婚
支
援
、
保
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
、
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
県
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
結
婚
・
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県

民
の
皆
様
に
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
健
康
長
寿
日
本

一
の
長
崎
県
づ
く
り
」の
旗
印
を
掲
げ
、

市
町
や
関
係
団
体
等
と
一
緒
に
な
っ
て
、

お
一
人
お
ひ
と
り
が
楽
し
く
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
本
県
が
求
め
る
新
大
阪
ま
で
の
直
通

が
実
現
す
る
こ
と
で
観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
等

の
人
の
流
れ
が
一
気
に
拡
大
し
、
地
域
の

経
済
活
動
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
九
州
地
域

の
発
展
の
た
め
に
は
、
時
間
短
縮
効
果
、

投
資
効
果
な
ど
整
備
効
果
の
最
も
高
い
フ

ル
規
格
に
よ
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
本
県
選
出
国
会

議
員
や
県
議
会
の
皆
様
、
関
係
自
治
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
フ
ル
規
格
に
よ

る
整
備
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
・
国
際
戦
略
に
つ
い
て
は
、
中

国
北
京
市
で
開
催
さ
れ
た
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
40
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

の
出
席
や
各
種
記
念
行
事
の
開
催
、
ブ
ラ

ジ
ル
日
本
移
民
1
1
0
周
年
を
記
念
し
た

南
米
親
善
訪
問
団
の
派
遣
等
、
諸
外
国
と

の
経
済
・
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交

流
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
1
月
か
ら
長
崎
～
香
港
を
結

ぶ
国
際
定
期
航
空
路
線
が
新
た
に
開
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
層
の
誘
客

拡
大
と
と
も
に
輸
出
や
物
流
の
促
進
に
よ

る
本
県
経
済
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
本

県
と
海
外
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
交
流
促
進
と

誘
客
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
定
複
合
観
光
施
設（
I
R
）区
域
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
設
備
投
資
や
施
設
運
営

を
通
じ
た
経
済
へ
の
波
及
、
新
た
な
雇
用

の
創
出
な
ど
に
よ
り
、
本
県
観
光
や
地
域

経
済
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
の
み
な

ら
ず
、
九
州
全
体
の
観
光
振
興
、
ひ
い
て

は
我
が
国
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
九
州
各

県
や
経
済
団
体
な
ど
関
係
皆
様
方
と
一
層

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
I
R
区
域
と
し
て

認
定
さ
れ
る
よ
う
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

そ
し
て
来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
規
模

な
国
際
大
会
の
開
催
を
控
え
て
お
り
、
各

国
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
会
を
捉
え
、
本
県
の
魅
力
を
幅
広

く
発
信
し
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
本
県
が
直
面
し
て
い

る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
県
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

て
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
長
崎
県
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
知
事

	

中
村
　
法
道

知
事
新
年
あ
い
さ
つ
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第
53
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
報
告

メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

�

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

平
成
30
年
11
月
20
日（
火
）諫
早
文

化
会
館
に
お
い
て
、
多
く
の
来
賓
に

ご
出
席
賜
り
、
県
下
各
地
か
ら
約

1
2
0
0
名
の
会
員
並
び
に
福
祉
関

係
者
が
参
加
し
、
第
53
回
長
崎
県
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

寺
田
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と

ば
で
開
幕
。
開
会
挨
拶
の
中
で
島
中

会
長
は
、
5
か
年
計
画
の
会
員
増
強

運
動
も
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
た
。減
少
傾
向
は
続
い
て
お
り
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
運
動
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
、

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者
へ

の
会
長
表
彰
、

来
賓
祝
辞
、
長

崎
市
老
連
北
野

副
会
長
が
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
、
金
冨

副
会
長
が
大
会

宣
言（
案
）を
朗

読
、
満
場
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、「
健
康
長
寿
と
身
体
活

動
～
元
気
に
運
動
・
笑
顔
で
脳
ト
レ

～
」
と
題
し
て
、

日
本
健
康
運
動
指

導
士
会　

長
崎
県

支
部
長　

末
永
貴

久
先
生
の
ご
講
演

が
あ
り
、
今
後
の

健
康
へ
の
取
組
み

に
関
し
て
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
の
演

芸
発
表
で
は
、
9

市
町
老
連
か
ら
10

団
体
が
出
演
し
、

日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
発
揮
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
、
皆
さ
ん
大
変
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

《
演
芸
発
表
参
加
チ
ー
ム（
出
演
順
）》

①
島
原
市
老
連

　
　
　

小
松　

協
一　

他
17
名

　
　

健
康
体
操
「�

あ
こ
が
れ
の
ハ
ワ

イ
航
路
」

②
壱
岐
市
老
連

　
　
　

松
本　

春
子　

他
8
名

　
　

舞
踊
「
鯛
網
音
頭
」

③
長
崎
市
老
連

　
　
　

瀧
口　

京
子　

他
15
名

　
　

舞
踊
「
恋
を
す
る
な
ら
」

④
南
島
原
市
老
連

　
　
　

下
田　

和
美　

他
9
名

　
　

舞
踊
「
芸
者
ワ
ル
ツ
」

⑤
大
村
市
老
連

　
　
　

朝
長　

政
枝　

他
12
名

　
　

民
謡
「�

し
あ
わ
せ
音
頭
で
あ
り

が
と
さ
ん
」

⑥
雲
仙
市
老
連

　
　
　

松
尾　

蓉
子　

他
13
名

　
　

舞
踊
「�

み
ず
ほ
温
泉
、
千
年
の

湯　

音
頭
」

⑦
佐
世
保
市
老
連

　
　
　

浦　

シ
ゲ
ノ　

他
5
名

　
　

舞
踊
「
旅
姿
三
人
男
」

⑧
長
与
町
老
連

　
　
　

田
島　

博
子　

他
7
名

　
　

民
踊
「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ど
ん
」

⑨
諫
早
市
老
連

　
　
　

福
本　

邦
子　

他
19
名

　
　

体
操
お
ど
り
「�

だ
い
じ
な
人
だ

か
ら
」

⑩
大
村
市
老
連

　
　
　

一
ノ
瀬
和
子　

他
19
名

　
　

民
謡
「
こ
と
ぶ
き
囃
子
」

　わたしたち老人クラブ会員は、長
年にわたり「健康・友愛・奉仕」の
全国三大運動に取り組み、クラブ
活動を通して地域の方 を々はじめあ
らゆる世代と手を携え、地域の担い
手として、みんなが安心して暮らせ
る地域づくりをめざし活動を展開し
てきました。
　超高齢社会を迎え、国において
は新しい地域支援体制の構築が進
められ、多様な主体による多様な
サービスが求められており、地域に
おける老人クラブの役割もますます
重要となっています。
　一方で、高齢化の進展により、高
齢者が増加しているにもかかわら
ず、老人クラブ活動の基盤となる会
員数が減少しているという厳しい状
況が続き、5 年計画で取り組んでい
る会員増強運動も最終年度を迎
え、組織を挙げた運動の展開が必
要となっています。
　本日この地に集うわたしたちは、
「のばそう！健康寿命、担おう！地
域づくりを」のメインテーマのもと、
魅力ある老人クラブをめざし、会員
の力を結集し、地域の期待に応える
よう、次の事項の実践を誓い、ここ
に宣言します。

１、�会員一人ひとりのパワーを結集
した「会員増強運動」の推進

１、�健康長寿を目指した「健康づ
くり・介護予防活動」の充実

１、�友愛・奉仕活動をとおした老人
クラブ活動の展開とその広報

１、�特殊詐欺や消費者被害の防
止、交通事故防止に向けた活
動の実践

•大 会 宣 言•
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●
育
成
功
労
表
彰

　

松
浦
市
老
連	

永
淵　

勝
幸

　
新
上
五
島
町
老
連	

道
下　
　

敦

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

佐
世
保
市
老
連	

鹿
寿
和
会

●
優
良
郡
市
町（
地
区
）老
連
表
彰

　

平
戸
市
老
連	

中
野
地
区
老
連

●
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
《
市
町
老
連
役
職
員�

19
名
》

　

長
崎
市
老
連	

北
野
健
一
郎

　
　
　

〃	

尾
上　

征
男

　
　
　

〃	

宮
上　

健
一

　
　
　

〃	

鉄
川　

和
子

　

長
崎
市
老
連	

久
野　

文
代

　
　
　

〃	

森　
　

ト
ミ

　

佐
世
保
市
老
連	

坂
本　

康
幸

　
　
　

〃	

寺
山　

燎
二

　
　
　

〃	

林
田　

盛
之

　
　
　

〃	

服
部
南
海
雄

　
　
　

〃	

野
澤　
　

清

　

島
原
市
老
連	

山
川　

和
子

　
　
　

〃	

井
川
ア
ヤ
コ

　

諫
早
市
老
連	
山
口　

和
昭

　

平
戸
市
老
連	
尾
﨑　

善
次

　
　
　

〃	

正
木　
　

猛

　
　
　

〃	

氏
田
由
美
子

　

西
海
市
老
連	

中
村　

光
春

　
　
　

〃	

本
山　

敏
章

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
《
5
ク
ラ
ブ
》

　

長
崎
市
老
連	

白
寿
会

　
　
　

〃	

第
四
桜
寿
会

　

佐
世
保
市
老
連	

鹿
寿
和
会

　
　
　

〃	

白
岳
町
2
組
白
寿
会

　

諫
早
市
老
連	
�

日
の
出
町
老
人

ク
ラ
ブ
福
寿
会

●
仲
間
づ
く
り
プ
ラ
ス
ワ
ン
作
戦

　
《
2
老
連
》

　

東
彼
杵
町
老
連

　

小
値
賀
町
老
連

●
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
《
7
ク
ラ
ブ
》

　

佐
世
保
市
老
連	

宮
津
町
長
寿
会

　
　
　

〃	

川
下
町
老
親
ク
ラ
ブ

　
　
　

〃	

白
木
会

　
　
　

〃	

烏
帽
子
会

　

平
戸
市
老
連	

�

上
里
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
健
や
か
会

　
　
　

〃	

木
引
老
友
会

　

長
与
町
老
連	

斉
会

●
「
活
動
賞
」

　

長
崎
市
老
連	

神
楽
会

　

大
村
市
老
連	

坂
口
長
生
会

　

壱
岐
市
老
連	

西
戸
寿
会

●
「
1
0
0
万
人
会
員

	

増
強
運
動
特
別
賞
」

　

佐
世
保
市
老
連	

宮
津
町
長
寿
会

　
　
　

〃	

川
下
町
老
親
ク
ラ
ブ

　

平
戸
市
老
連	

�

上
里
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
健
や
か
会

　

長
与
町
老
連	

斉
会

晴
れ
の
受
賞

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
30
年
度
各
種
表
彰

この機関誌は共同募金の
配分金により発行しました。
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市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  

開
催
報
告

市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  

開
催
報
告

　

平
成
30
年
8
月
30
日（
木
）～
31
日（
金
）

A
l
e
g
a
軍
艦
島（
長
崎
市
）に
お
い

て
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
47
名
が
参
加
し
て
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

島
中
会
長
、
寺
田
女
性
部
会
長
の
開
催

挨
拶
の
後
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、
報
告
、

グ
ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
、
創
作
タ
イ
ム（
ブ

ロ
ー
チ
、
バッ
ク
）等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
講
話
】

「
認
知
症
の
理
解
に
つ
い
て
」

	

（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

　
　

県
長
寿
社
会
課

　
　
　
　
　

重
野　

係
長（
保
健
師
）

　
　
　
　
　

藤
川　

主
任
主
事

◎
認
知
症
の
基
礎
知
識（
①
認
知
症
の
症

状
、
②
予
防
に
つ
い
て
、
③
認
知
症
の
人

へ
の
支
援
等
）の
説
明
、
及
び
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】　

県
老
連
事
務
局

・�

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
と
会
員
数
の
推
移

・�

平
成
30
年
度
の
主
な
行
事

【
報
告
】

「
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連

	

女
性
代
表
者
会
議
」

　
　

県
老
連
女
性
部

　
　
　
　

寺
田
道
子　

女
性
部
会
長

「
第
29
回
老
人
ク
ラ
ブ

	

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　

佐
世
保
市
老
連

　
　
　
　

森　

和
子　

女
性
部
長

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

テ
ー
マ

◎『
会
員
増
強
運
動
』

◎『
新
地
域
支
援
事
業（
友
愛
活
動
）』

　

参
加
者
が
5
～
6
人
の
9
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、「
会
員
増
強
の
優
良
事
例
」、「
新

地
域
支
援
事
業（
友
愛
活
動
）に
関
す
る
各

地
域
で
の
活
動
状
況
」、
そ
れ
ら
の
取
組

み
・
活
動
の
成
果
、
課
題
等
に
つ
い
て
、
情

報
交
換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
全
体
会
議
は
寺
田
女
性
部
会
長

及
び
中
山
副
部
会
長
の
進
行
に
よ
り
、
協

議
結
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

【
創
作
タ
イ
ム
】

　
「
折
り
紙
で
作
る
イ
チ
ゴ
の
バ
ッ
ク
」を

大
村
市
老
連
女
性
部
の
野
口
部
長
さ
ん
、

「
ク
ラ
フ
ト
で

作
る
ブ
ロ
ー

チ
」を
諫
早
市

老
連
女
性
部
の

土
橋
さ
ん
に
指

導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
皆
さ

ん
で
創
作
し
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
9
月
6
日（
木
）～
7
日（
金
）

南
風
楼（
島
原
市
）に
お
い
て
、
若
手
リ
ー

ダ
ー
54
名（
う
ち
、
女
性
10
名
）が
参
加
し

て
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

島
中
会
長
、

近
藤
委
員
長
の

開
会
挨
拶
の

後
、
講
話
、
事

務
局
説
明
、
報

告
、
グ
ル
ー
プ

協
議
・
全
体
会

な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
講
話
】

「
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

　
　

県
食
品
安
全
・
消
費
生
活
課

	

（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

水
島　

課
長
補
佐

○
架
空
請
求
・
不
当
請
求　

○
点
検
商
法　

○
劇
場
型
投
資
商
法　

○
訪
問
買
取　

等

に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
普
段
か
ら
心
の
準
備
が
大
切
な

こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
悪
質
商
法
の
手

口
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
学
び

ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】　

県
老
連
事
務
局

・�

会
員
増
強
運
動
の
結
果（
会
員
数
推
移
）

・�

平
成
30
年
度
の
主
な
行
事

・�

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
等

【
報
告
】

第
15
期
「
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
し
て

　
　

長
与
町
老
連

　
　
　
　

井
上　

義
啓　

若
手
委
員
長

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

テ
ー
マ

◎「�

5
年
、
10
年
後
を
見
据
え
て
～
魅
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
」に
つ
い
て

◎「
会
員
増
強
運
動
等
」に
つ
い
て

　

参
加
者
が
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
会

員
増
強
へ
の
取
組
み
」、「
魅
力
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
づ
く
り
」等
に
つ
い
て
、
各
地
域

で
の
取
組
み
状
況
等
も
踏
ま
え
、
情
報
交

換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
全
体
会
で
は
、
近
藤
委
員
長
の

司
会
で
進
行
、「
会
員
増
強
」に
つ
い
て
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、「
各
種
行
事
を
通
じ

て
加
入
」、「
自
治
会
等
と
の
連
携
が
重

要
」、「
元
気
な
シ
ニ
ア
の
集
ま
り
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
5
年
、
10
年
後
を
見
据
え
て
～

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」に
つ
い

て
は
、「
若
手
委
員
を
増
や
す
」、「
健
康
長

寿
を
目
指
す
」、「
会
員
の
声
を
聴
き
、
何

を
作
り
上
げ
て
い
く
か
話
し
合
い
を
す

る
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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平
成
30
年
11
月
3
日（
土
）か
ら
6

日（
火
）ま
で
「
夢
つ
な
ぐ　

長
寿
の

か
が
や
き　

富
山
か
ら
」を
テ
ー
マ

に
富
山
県
下
15
市
町
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
崎
県
か
ら
は
す
こ
や
か
長
寿
財

団
の
横
田
理
事
長
を
団
長
に
監
督
・

選
手
1
4
9
名
が
22
種
目
の
競
技
に

参
加
し
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ

た
選
手
団
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
各
種
目
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
提
供�

（
公
財
）長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

　

大
会
期
間
中
、「
福
祉
・
生
き
が
い

関
連
イ
ベ
ン
ト
」と
し
て
、「
地
域
文

化
伝
承
館
」が
11
月
3
日（
土
）か
ら

5
日（
月
）ま
で
の
3
日
間
、「
と
や
ま

自
遊
館
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
文
化
伝
承
館
」で
は
、
富
山

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
「
わ

ら
細
工
」や「
和
紙
人
形
」等
の
展
示
、

体
験
等
の
出
展
、
ま
た
、
舞
台
で
は
、

地
元
民
謡
や
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
、

太
鼓
演
奏
、
創
作
ダ
ン
ス
、
健
康
体

操
等
、
多
彩
な
出
し
物
で
、
会
場
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
12
月
4
日（
火
）～
5
日

（
水
）の
2
日
間
、「
の
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
約

1
6
0
0
名
、
長
崎
県
か
ら
16
名
が

参
加
し
て
、
沖
縄
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

1
日
目

は
、
テ
ー

マ
別
に
分

散
し
て
、

第
1
部
会

「
私
た
ち

の
地
域
を

支
え
合
お

う
～
新
地

域
支
援
事
業
へ
の
参
画
」、
第
2
部

会
「
仲
間
を
増
や
そ
う
～
会
員
増
強

運
動
の
推
進
」第
3
部
会
「
老
人
ク

ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」、
第
4
部
会
「
演
じ
る
活

動（
舞
台
発
表
）」の
活
動
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・

美
術
館
館
長　

田
名　

真
之
氏
に
よ

る
「
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
」

と
題
し
た
講
演
、
そ
の
後
の
式
典
で

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
功
績
が

あ
っ
た
方
々
や
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
等

に
全
老
連
斎
藤
会
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
本
県
か
ら

の
受
賞
者
は
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。）

　

最
後
に
「『
会
員
増
強
運
動
』の
推

進
」、「『
友
愛
活
動
』の
充
実
と
『
新

地
域
支
援
事
業
』の
支
援
」な
ど
、
3

項
目
の
実
践
の
誓
い
を
盛
り
込
ん
だ

大
会
宣
言（
案
）が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
は
、
2
0
1
9
年
11
月
26
日
～

27
日
の
日
程
で
埼
玉
県
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
地
域
文
化
伝
承
館
】

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
2
0
1
8

全
国
健
康
福
祉
祭

と
や
ま
大
会

第31回

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
参
加
報
告

第47回
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平
成
30
年
8
月
7
日（
火
）～
8
日

（
水
）、
標
記
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー
が
新

霞
が
関
ビ
ル
に
お
い
て
、
若
手
委
員

の
代
表
者
を
は
じ
め
と
す
る
参
加
者

が
一
堂
に
集
い
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
多
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え

て
い
る
問
題
『
新
規
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
よ
う
！
解
散
ク
ラ
ブ
を
防
ご

う
！
』と
い
う
テ
ー
マ
で
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

【
1
日
目
】

〈
行
政
報
告
〉

　
厚
生
労
働
省
　
老
健
局
振
興
課

�

尾
崎
課
長

○�

高
齢
者
関
連
施
策
と
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待

一�

、
高
齢
者
介
護
を
取
巻
く
状
況

二�

、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

三�

、
介
護
人
材
の
確
保

四�

、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施

に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き
実
施
地

区
な
ど
の
実
例
を
挙
げ
、
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

〈
基
調
報
告
〉

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長

�

谷
野
　
香

○�

老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て

一�

、
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動
・
行

動
提
案

二�

、
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用

三�

、
よ
り
よ
い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の

た
め
に

と
い
う
項
目
で
、
多
岐
に
渡
る
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

〈
事
例
発
表
〉

○�

自
治
会
連
合
会
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
だ
ク
ラ
ブ
の
再
生
�

（
三
重
県
桑
名
市
老
連
会
長
）

○�

加
入
促
進
委
員
会
に
よ
る
解
散
、

休
会
ク
ラ
ブ
の
再
開
ア
プ
ロ
ー
チ

�

（
神
奈
川
県
大
和
市
老
連
会
長
）

○
現
状
把
握
か
ら
始
め
る
加
入
促
進

�

（
東
京
都
多
摩
市
老
連
会
長
）

〈
分
散
会
・
グ
ル
ー
プ
協
議
〉

　

各
県
一
名
ず
つ
五
県
が
一
グ
ル
ー

プ
と
な
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
『
新
規

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う
！
解
散
ク

ラ
ブ
を
防
ご
う
！
』に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
取
組
み
方
や
新

規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
、
解
散
ク
ラ

ブ
防
止
の
難
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
活
発
な
グ
ル
ー
プ
協
議

が
で
き
ま
し
た
。

【
2
日
目
】

〈
分
散
会
報
告
〉

　

昨
日
の
分
散
会
の
ま
と
め
を
し
、

そ
の
後
、
十
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
協
議
し
た
分
散
会
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〈
講　

演
〉

○
仲
間
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り

�

～
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待

�

日
本
大
学
教
授
　
諏
訪
　
徹
先
生

　

地
域
包
括
ケ
ア
で
住
民
が
目
指
す

も
の
、
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
の
お
話
し
の
ほ

か
、
多
様
な
生
活
支
援
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
介
護
保
険
制
度

改
正
～
総
合
事
業
関
係
な
ど
、
幅
広

く
講
演
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
こ
な
し
、
賢
く

生
き
る
こ
と
、
ま
た
、
今
の
高
齢
者

が
ど
う
ふ
る
ま
う
か
で
こ
れ
か
ら
の

地
域
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
結
ば

れ
ま
し
た
。

〈
午
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
〉

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
、午
後
か
ら「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」、「
全
体
会
」、

「
閉
会
」と
予
定
が
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
日
か
ら
台
風
十
三
号
が
接

近
し
、
急
遽
午
後
か
ら
の
予
定
が

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
慌
て
て
空
港
へ
行
き
、

夕
刻
の
便
を
午
後
か
ら
直
ぐ
の
便
に

変
更
を
お
願
い
す
る
と
、
他
便
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、「
長
崎
行
」は
全
便

欠
航
と
言
わ
れ
、
途
方
に
暮
れ
な
が

ら
手
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
夕
刻
と

な
り
、
福
岡
ま
で
飛
ぶ
の
が
一
、二

便
あ
る
と
聞
き
、
ま
た
、
急
ぎ
そ
ち

ら
へ
走
り
、
一
便
は
乗
れ
ず
、
辛
う

じ
て
次
の
便
の
最
後
に
呼
ば
れ
て
搭

乗
し
、
福
岡
か
ら
高
速
バ
ス
で
帰
る

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

〈
中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
〉

　

こ
の
よ
う
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
貴
重
な
報
告
事
項

や
講
演
、
実
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
協
議

等
を
経
験
で
き
、
有
意
義
で
充
実
し

た
中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
は
私
達
に
と
っ
て
大

き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

諫
早
市
老
連�
小
野
由
利
子

�

（
筆
者
）

大
村
市
老
連	
川
原
　
政
治

「
第
36
回
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
て
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平
成
30
年
10
月
11
日（
木
）～
12
日

（
金
）、
東
京
都
「
新
霞
が
関
ビ
ル
」

に
お
い
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
「
全
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」が
、『
示
そ
う
！　

女
性

パ
ワ
ー
』を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第
1
日
目

【
基
調
報
告
】

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

事
務
局
長　

谷
野　

香

1
　
高
齢
者
の
状
況

　

高
齢
者
の
人
口
が
2
0
2
5
年
に

は
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
り
、

高
齢
化
率
が
30
％
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
認
知

症
患
者
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
平
成
25
年
か
ら
健
康
寿
命

は
延
び
て
い
る
。

2�

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
女
性
の
状
況

　

会
員
の
6
割
が
女
性
、
女
性
会
長

は
15
％
弱
だ
が
、
こ
の
20
年
間
で
2.5

倍
に
増
加
し
た
。

　

女
性
会
長
は
「
区
、
市
、
町
、
村
」

の
順
に
多
い
。

3�

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動・行
動

提
案
～
女
性
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待

・�
女
性
の
目
線
で
爽
や
か
な
風
を
吹

か
せ
よ
う

・�

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

情
報
を
伝
え
る

・�

支
え
合
い
活
動
に
女
性
パ
ワ
ー
を

発
揮
す
る　

等

4�

　
よ
り
良
い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の

た
め
に
は

・�

活
動
の
記
録
保
存
と
継
承

・�

会
計
の
透
明
性

・�

会
員
の
安
全
対
策
～
老
人
ク
ラ
ブ

保
険
の
活
用
な
ど

【
事
例
発
表
】

1�　
女
性
委
員
会
が
主
管
し
た
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

　

�

横
浜
市
神
奈
川
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会	

三
宅　

和
代

2�　
全
員
参
加
を
目
指
す
女
性
部
研
修

　

�

茨
城
県
神
栖
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会	

栁
川　

紘
子

3�　
女
性
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
増
や

す
区
老
連
の
取
組
み

　

�

神
戸
市
兵
庫
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

頼
廣　

安
子

4�　
詐
欺
被
害
防
止
に
向
け
た
新
た

な
取
組
み

	

千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

石
井　

淑
枝

【
行
政
報
告
】

○�

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
対
策
等
に

つ
い
て

　

�

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企

画
課　

振
り
込
め
詐
欺
対
策
係

	

課
長
補
佐　

中
山　

徹

第
2
日
目

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　

�（
公
財
）横
浜
市
男
女
共
同
参
画
推

進
協
会　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

横
浜
北　

館
長	

常
光　

明
子

○�
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
自
助
・

共
助
～
高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
を

通
じ
て
考
え
る
防
災

　
『
私
の
防
災
力
っ
て
何
？
』

　

1　

防
災
は
イ
メ
ー
ジ
す
る
力

　

2　

防
災
は
つ
な
が
る
力

　

3　

防
災
は
諦
め
な
い
力

【
全
体
会
】

　

被
災
地
に
お
け
る
生
活
支
援
が
本

格
化
す
る
の
は
3
日
後
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

3
日
間
乗
り
切
る
た
め
に
、
自
分

に
と
っ
て
優
先
順
位
の
高
い
も
の
か

ら
記
載
す
る
「
わ
た
し
の
防
災
力

シ
ー
ト
」が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
防
災
で
は
、
自
助
・
共
助

の
担
い
手
と
し
て
、
女
性
の
参
画
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
だ
か
ら
こ
そ
分
か
ち
合
え

る
不
安
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
多

様
な
不
安
に
寄
り
添
い
、
自
分
ら
し

さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
人
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
閉
会
の
あ
い
さ
つ
】

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

常
務
理
事　

齊
藤　

秀
樹

【
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
の
感
想
】

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
、
女
性

パ
ワ
ー
、
女
性
の
視
点
で
、
女
性
会

長
・
・
・　

皆
さ
ん
の
頑
張
り
、
や

る
気
を
感
じ
、
気
分
が
高
揚
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
長
崎
市

老
連
に
持
ち
帰
り
、
女
性
部
員
の

皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

県
老
連
女
性
部
会
長

寺
田
　
道
子

長
崎
市
老
連

瀧
口
　
京
子

（
筆
者
左
）

「
第
30
回
全
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
て
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保険保険保険老人クラブ老人クラブ老人クラブ 〈掛金・補償内容〉3つの

後遺障害保険金は、クラブ活動中のケガに起因する場合のみが対象となります。（後遺障害の程度に応じて、クラブ活動中の死亡・後遺障害保険金額の4％～100％が支払われます。）
手術保険金のお支払額は、入院中以外（外来）は、入院保険金日額の5倍また入院中は、10倍となります。
往復途上とは、自宅（マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む）を出てから、活動場所までの通常経路を指します。

※注1
※注2
※注3

傷　害　保　険

クラブ活動中（往復途上（注3）を含む）・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。

クラブ活動中（往復途上（注3）を含む）
のケガを補償します。

24時間型 活  動  型

賠 償 責 任 保 険

〒100-8822  東京都千代田区霞が関3丁目 6-14 三久ビル1階102号

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社

TEL.03-3597-8770  FAX.03-3597-8767

ご注意

自分がケガをした時の保険です。病気および他人に与えたケガは対象外です。

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。自分のケガは対象になりません。

●職種級別Bに該当するおもな職種
・「自動車運転者」、「建設作業者」、「農林業作業者」、「漁業作業者」、「採鉱・採石作業者」、「木・竹・
草・つる製品製造作業者」（以上、6職種）
・上記に該当する方は、保険金額が変更になります。
・詳しくは取扱代理店もしくは引受保険会社にお問い合せください。

・クラブ活動とは、各クラブで予め企
画、実行したものを指します。
・「活動型」に職種級別はありません。

① 対　　象：

② 保険期間：
③ 補償範囲・掛金タイプ

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

ただし、加入手続きは所属老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体傷害保険です。
老人クラブ会員に限ります。年齢制限はなく、いつでも加入できます。（1人1口加入）

掛金払込日の翌月1日から1年間

老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間
支払限度額1億円

「24時間型（掛金3タイプ）」と「活動型（掛金3タイプ）」の6タイプから選択してください。

ご注意

※「24時間型」の職種級別Aは無職・事務職（傷害リスクの低い職業）等です。B（傷害リスクの高い職業）につい
ては、下記をご参照ください。

18-T02023　平成30年6月作成 5

下表の保険金額が
支払われます。

の場合は補償されません。

保険金額が支払われます。

保険金額が支払われます。

45万円

45万円

1,000円

650円

91万円

ー

950円

600円

136万円

45万円

1,950円

1,250円

活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガの場合

・・活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガの場合

・・活動中の
ケガの場合

活動中以外
のケガの場合

・・

死　亡
保険金

85万円170万円 109万円217万円
194万円387万円

後遺障害
保険金

85万円170万円 ーー
85万円170万円

（注2）

（注1）

入院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

2,000円4,000円 1,140円2,280円
3,140円6,280円

通院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

死　亡
保険金

後遺障害
保険金

（注2）

（注1）

入院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）
通院保険金
日額

1事故につき
30日限度（ ）

1,300円 850円2,600円

活動中の
ケガの場合

170万円

170万円

4,000円

2,600円

活動中の
ケガの場合

85万円

85万円

2,000円

1,300円

活動中の
ケガの場合

45万円

45万円

1,000円

650円1,700円
2,150円4,300円

1 2

3

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
「老人クラブ傷害保険」
■活動型：老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険、
■24時間型：総合生活保険（傷害補償））
「老人クラブ活動専用賠償責任保険（施設賠償責任保険・
生産物賠償責任保険）」
ご加入にあたっては、必ず「概要」「重要事項説明書」をよく
お読みください。ご不明な点がある場合には、代理店まで
お問い合わせください。
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平成30年度「社会奉仕の日」（9月20日）活動報告

　

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
年
は
、
元
号
が
変
わ
る
、
ま
さ
に
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
に
変

わ
っ
た
の
が
30
年
前
。
月
日
が
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
と
な
る
本
年

が
、
会
員
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ま
た
老
人

ク
ラ
ブ
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
5
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
き
た
会

員
増
強
運
動
も
締
め
の
年
度
末
を
迎
え
ま

す
。
5
年
計
画
と
し
て
の
運
動
は
一
応
区
切

り
を
迎
え
ま
す
が
、
会
員
増
強
へ
の
取
組
み

は
今
後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会

員
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
様
は
じ
め
、
役
員
、
会

員
の
皆
様
の
地
道
な
勧
誘
活
動
が
重
要
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
会
員
増
強
運
動
へ
の
取
り
組

み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
の
た

め
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

県老連では、ホームページを開設しています。ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasakikenroren.sakura.ne.jp/

　会員の皆様には、老人クラブ「老人の日・老人週間」における活動にご協力頂きありがとう
ございました。各取り組みのうち「社会奉仕の日」の活動について下記のとおり集計しました。

No 市町老連名
清掃・美化活動 環境にやさしい活動 計

クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数計 会員数計
1 長 崎 312 3,173 128 1,491 440 4,664
2 佐 世 保 131 2,373 2 80 133 2,453
3 島 原 38 416 38 416
4 諫 早 119 1,562 74 764 193 2,326
5 大 村 47 957 23 448 70 1,405
6 平 戸 33 638 1 15 34 653
7 松 浦 34 929 3 90 37 1,019
8 対 馬 31 513 31 513
9 壱 岐 60 1,289 24 475 84 1,764
10 五 島 34 640 17 533 51 1,173
11 西 海 30 1,126 4 91 34 1,217
12 雲 仙 77 1,243 16 558 93 1,801
13 南 島 原 76 1,649 28 806 104 2,455
14 長 与 24 397 6 123 30 520
15 時 津 18 225 18 225
16 東 彼 杵 12 322 12 322
17 川 棚 29 691 40 29 731
18 波 佐 見 16 434 2 60 18 494
19 小 値 賀 21 79 21 79
20 佐 々 7 373 7 373
21 新上五島 49 523 6 49 55 572

計 1,198 19,552 334 5,623 1,532 25,175
注）クラブ数、会員数は延べ数
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